
E 調査経過

1概要

奈良企地の北辺で東西約5Kmにわたって展開する奈良r1rli陵は，海抜 100m前後の小山塊 周辺の地形

からなり，洪積世佐保累層に属するo 丘陵は東部 ・中部 ・西部lζ区分されているo そのう ち西

部丘陵は，丘陵を南北に横断する国鉄関西本線から秋篠川に至る地域をふくみ複雑な起伏に開

析された地形を呈する。南方に多くの舌状支丘を分岐し，乙の支丘を利用して5世紀の佐紀活

列古墳群，あるいは8世紀の平城京が形成されるo 佐紀盾列古墳群の東端lζ位置する ウワナベ

古墳は， 西部丘陵の東端lζ相当する支丘の先端を利用して築成したものであり， 乙の古墳の

西方にある コナベ古墳も南方の法華寺境内につらなる支丘を利用したものである。東辺を奈良

山巾5s丘陵の不退寺裏山，北方をウワナベ古墳，西をコナベ古墳から南lζ延びる支丘で画する

一辺約450mの方形を呈する地域は，平城京左京一条三坊に属する街衝に比定されている。そ

のうち，東三坊大路に推定されている付近では，ウワナベ古墳東外堤の海抜が74.2m，関西本

線西側のウワナベ古墳に接する水田の海抜73.1m，推定南一条大路付近の水田では海抜65.8m

と北方から南方にかけてゆるやかに傾斜する地形を呈 しているD 平城京廃都後，平安時代のあ

る時期から水田として利用され近世に至るが，現在では奈良市法華寺東町に属 し，推定南一条

大路上に県道奈良生駒線があり，推定東三坊大路の東側に国鉄関西本紛〈が縦断し，南東隅lζ奈

良市立一条高校がある。近年にな って付近の民家は急激に増加し，地貌は大きく変化した。い

まや水田のつらなった昔日 の面影をたどるととはできない。

1968年から1969年にかけて，奈良市法華寺東町で国道24号線バイパス路線内に分布する遺跡 バイパス路
線内の遺跡

の発掘調査をお乙なった。路線内における遺跡には大きくわけで3庖類あ り 1はウ ワナベ古

坊の東外堤であり 2は推定左京一条三坊内の街街，3は東三坊大路であった。調査は 7次に

育っておこない，発掘総面積は94.6ao 調査では，ウワナベ古墳を4PUN，京内を6AFBとよ

び，両遺跡内をさらに小地区に区分した。調査地区および面積は Tab.1の通りであるD

調次査数 調 査 地 区 調 査 期 間 発掘面積

54 4PUN-O. P ウワナベ古墳東外堤 1969.2.13-4.3 4.0a 

60 4PUN-K・L.M 11 1969.10.22-1970.1.13 10.0 

55 6AFB-I・J 左京一条三坊 卜五 ・卜六坪 1969.3.5-5.16 20.0 

56 6AFB-F-H /1 1969.6.2-10.27・11.12-12.11 32.0 

66 6AFB-F' H /1 1970.5.7-5.20 2.5 

57 6AFB-A-E 東三坊大路(一条通以北〉 1969.7.9-12.17 24.6 

61 6AFE-H・J'K 東三坊大路(一条通以南〉 1969.11.14-12.14 1.5 

Tab.1 調査期間と発掘面積一覧表
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ウワナベ古墳東外堤 (4PUN-K・L・M・o.P) 4 PUNでは

全面発掘によらず， トレンチの設置によ って東外堤の旧

葺石と埴輪 規校をうかがうととを目的とした。発掘調査によって周

濠lと面する外堤内斜面lと葺石が存在し，外堤に埴輪列が

めぐ らされているととが明らかになり，旧規校を復原す

る資料をえた。さらに外堤の外縁に外濠ともいうべきも

のの存在を確認し，それが奈良時代以降の道路として利

用されているととも判明した。発掘調査と平行しておこ

なった分布調査によって北 ・南外堤における埴輪列をみ

とめ，全域におよぶ外堤復原の手掛りをえた。分布調査

の過程で濠中からえた須恵器片は，墳丘から流出したも

のと認められ，ウ ワナベ古墳の築造年代を推測するための有力な手掛りになった。

左京一条三坊十五・十六坪 (6AFB-F -J) 6AFB-F '"'"-' J地区

は，一条高校の北辺からウワナベ古墳南外堤に接する南北長

邸 宅 約210m，東西幅約30mの地域である。乙の地域においては，

5世紀に築造された 2基の古墳を破壊した後に建設された奈

良時代から平安時代にかけての建物，溝，柵，井戸などを発

見 した。 奈良時代の遺構は有力貴族の邸宅に比定するととが

可能であり，比較的保存がよく ，平城京建設以後，3固にわ

たる改修をおとなう。平安時代の遺構は規模を縮小し，後世

の耕作によって著しく削平されており，全貌を知る ととはで

きないが，奈良時代の遺構の上に大規校な整地をおこない，

以前とは性格を異にする構築物を配置していたようである。

東三坊大路および東側溝(6AFB-A-E) 東三坊大路の路面と

その東側溝を発見 した。大路の路面は，後世lζ掘込まれた幾

条もの水路によって撹乱され，かつ耕作などにともなう削平

が著しく路面舗装などの状況をうかがう資料はえられなかっ

た。東側諸は奈良末平安時代初期に一大改修をうけ，平安時

代初期以後2回の大改修をお乙なっていることが判明した。

幹線 道路 鴻のなかには多数の遺物が包含されており，平安時代初期の

原識的な資料 となった。さらに告知札などの発見によ って，

乙の道路が廃都以後も山城国と大和国を結ぶ幹線道路として

活用されていた状況をうかがうととができた。束三坊大路が

南一条大路と交叉する部分では東側溝の最終的氾濫によって

沼状の状況になっているととから，旧規棋を確認するととが

できなかった。同時lζ，部分的lζ検出 した一条四坊の西限で

は街街を画する南北にのびる柵を検出した。ただ，束三坊大

路の西側溝については確実に把握するととができず，一条四
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坊内の状況について もいま一つ判然としない状況である。

補足調査C6AFB-H.F地区〉 バイパス路線敷の発掘終了後，近接した地域の 2個所で工事に伴

う発掘届による事前調査をおとなった。 1は6AFB-H南地区の西方で設定した幅3m，全長が

78mの トレンチである o 2は6AFB-F西地区の西方で設定した 3m四方のト レンチ 2個である

両地域にわたる調査では顕著な遺構は検出されなかったが， 6AFB-H地区のトレンチで，東方

から西方へ下がる地山の状況を把握した。

2 調査日誌

第54次発掘調査 1969年2月13日-4月3日

4PUN-O・p地区

2・12-28 発掘準備 草刈り・土襲積み・排水。
3・ P地区， Pl卜レンチ発掘着手。濠と外堤
とにわたる卜レンチを設定。濠は洩水のため鉄矢

板が必要となる。

3・5 P地区，Plトレンチ， 濠部を拡張。外堤
部，上層に厚い2次堆積土を確認。

3 . 13， 14 P地区，Plトレンチ，水位が高くな
るため，周囲の土霊を強化。

3・17 P地区，Pl卜レンチ，外堤部地山面まで
さげ，外堤が地山削出しであることを知る。

3・21 P地区，鉄板搬入。 O地区，01トレンチ
発掘開始，P地区の状況は変わらず。

3・23 P地区，Plトレンチ，濠部で、耳石が出は
じめる。上面を落石が覆う。

3・25 P地区， pトレンチ立石精査。 o地区，
02トレンチ遺構検出完了。

3・26 実測。

3・27 写真撮影。

3・28 補足調査。
4・3 埋めもどし完了。

第55次発掘調査 1969年3月5日-5月16日

6A F B-I・J地区

3・5 発掘開始。
3・7 南地区，遺構検出。東半部は黄褐色の
地山，古墳の基底部か。西半部は整地土。J地区，

耕土の排除。

3 . 11 1南地区，床土下の灰褐色砂質上を除去，
黄褐色パラス混り土の面で遺構検出。灰褐色砂質

土はパラスを含むやや硬い土層で，東部では浅く

西南部で厚さを増す。瓦 ・土器井を含む。 J地
区，遺構検出。

3・13 J地区，床土下に灰色砂層が広がる。 SD
444の南では， 灰色砂層と黄色地山居との聞にパ

ラス層があり，道路面をなすか。SD444は2層に

わかれる。 SB441の柱穴がではじめる。

3・14 J地区，SB441は3間x2聞の東西棟建

物となる。

3・15 J地区，東方部では床土の下はパラス混
り灰色砂層となり，西方にくらべると1m程度高

い面をなす。 I南地区，南方から遺構検出。東寄

りの部分で木炭層が顕著にあらわれる。

3 • 18 1南地区，西方での土層の堆積が上層か
ら灰色砂層，灰褐色土(遺物多し)，地山の}I買であ

るこ とを確認。柱穴出はじめる。

3・25 J地区，東方に多数の小柱穴あり。建物

にま とまらず。

3・26 1南地区，東方では，現在の遺構検出面

である黄褐色粘質土中に多数の遺物があり，遺構

がみあたらないことから整地土層とかんがえられ

る。黄褐色粘質土を除去し再度遺構検出をおこな

う必要あり。 J地区，東方で南北詰2条，北西か

ら南東に流れる小溝を検出。 いずれも新しい時期

のもの。依然として小柱穴が多い。それらの埋土

はすべて暗褐色土で検出。

3・27 1南地区，発掘区の南寄りで，東西に延

びる溝を確認。 J地区，東方部 の遺構検出おわ

る。建物としては，SB430， SB437が東西棟4間

x2間でまとまる。 SB437の北側には建物などの

遺構がまったくない。

3・28 J区，写真撮影。 1北地区，床土の排除
を開始する。

4・7 南地区黄褐色粘質土面を精査すると
5問x2聞東西棟建物CSB470)が出現。南北に胞
のつ く可能性あり。

4・8 南地区，SB470の南腐を確認。
4 . 10 1南地区，南寄りで土墳ないしは溝とお
もわれるもの〈後のSD485)を検出。 3層にわかれ

る。第 1層は暗褐色砂土，第2層は灰褐色合陳砂

土で木炭が混入，第3層は灰色の組砂。

4・11 1南地区，SD485が西方から東方に流れ
さらに南折する排水溝で-あることがわかる。南流

するあたりは氾濫し遺物多し。 r楽毅論」の木簡
出現。 J地区は実測。

4・12 1南地区，SB470の北賄を検出。
4・14 1南地区，平塚1号墳の南面の裾の茸石
を検出。西向の前方後円墳で，後円部から前方部

南面の1)-:石とかんがえられる。墳丘部分は削平さ
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れて遺構なし。 I北地区，東方で後円部首石を確

認。 その北側は深い窪地となる。J地区，実測を

完了する。

4 . 15 1南地区，古墳前方部確認のため西方に
発掘区を拡張。 1北地区，葺石北側の窪地の性格

をあきらかにするため， トレンチを設定。奈良時

代以前の窪地の上に奈良時代の溝CSD453)が東西

にのびるととがわかる。

4・16 1南地区，SD485の南端部を拡張。
4・18 1南地区，SD485の南折部分をさらに拡
張。講の西岸に柱穴あり(のちにSB476となる〉。

西方拡張区の遺構，保存状況が悪く判別困難。

4・21 1南地区，SB470よりも層位的に古い柱
穴を2穴を検出CSB482)0 1北地区，発掘区の北

側が高く ，窪地が古墳の濠であるととがわかる。

前方部北側の茸石が出現しはじめる。

4・22 1北地区，古墳濠の窪地でSB455および
SD453を完掘。この状況で実測。

4・24 1南地区，現在検出している奈良時代の
遺構に対する写真撮影。

4・25 1 北地区， 濠を全面的に下げ，fi石を蕗

呈することに専念。 1南地区，実測開始。

4・28 1北地区，前方部北斜面の耳石ほほ露呈

し，後円部の葺石を検出。この付近では水鳥埴輸

の破片が多い。 I南地区，前方部西面を探査する

ため発掘区の西方に向う東西方向の卜レ ンチを設

定する。

4・30 1南地区，古墳の前方部西面および南西
隅を確認。これによって前方部の規模を推定すれ

ば，幅約30m，長さ約21mとなり，帆立員式の古

墳であったことがわかる。南面の葺石の検出にか

かる。南濠の整地土層を除いた面で，SD477を発

見し，現在検出している奈良時代遺構の下層に古

い奈良時代の遺構があるこ とがわかる。

5 . 1 南地区，濠および下層遺構検出のため
全面の排土を開始。 I北地区，写真撮影。

5・7 北地区，写真測量。 1南地区，立石検
出。SD477を切りこんで建てる 2間x3聞の建物

CSB471)を検出。

5・8 南地区，後円部の葺石を破壊してつく
る，軒平瓦を枠とする井戸CSE466)を検出。

5・9 南地区，墳丘くびれ付近の南側で井戸
CSE464)を検出。枠はなく ，底にパラ スを敷く。

5・10 1北地区，後円部にあたる発掘区東南部
の土盛りが，墳丘の残骸であるこ とがわかり，感

土および，辛じて残った円筒埴輪列を検出する。

I南地区，発掘完了，写真撮影。

5 . 17 発掘調査完了。

第56次発掘調査 1969年間 2日.........10月27日

6A F B-F・G・H地区

6・2 調査着手。H地区耕作土の排除。
6・18 H北地区，遺構検出開始。土層は床土下
に灰褐色砂土，日音褐色土のj唄に堆積する。遺構は

暗褐色土面で検出可能、発掘区北辺に接して位穴

がではじめるCSB501の南妻柱〉。
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6・20 H北地区，SB501の南側に東西に走行す
る持があらわれる。

6・21 H北地区， SD499の南側に東西にならぶ
4間分の柱列は，柱聞が不揃であるが建物の可能

性あり(のちに柵SB504になる〉。 暗褐色土は整

地層であり，この面からの柱穴の検出は困難。

6・23 H北地区，東方では灰褐砂質土の下層に

二器片を含む褐色土層がある。この面から東西方

乙流れる溝が数条あらわれる。発掘区の中央に南

北に流れる溝CSD485)がある。 西方において，東

西方向の満よりも新しい南北方向の溝を検出。そ

れは数条あるが，いずれも近|立の耕作に関連する

もののよ うである。

6・24 H北地区，発掘区の南半部は窪地となり，

柱穴などの遺構がなく，これにSD485が注ぐ状況

を呈する。発掘区東限で試掘坑をいれ，底を探る。

深いところまで粘土居がi世話し，古墳の濠である

可能性がつよい。

6・27 H南地区，北側から床土の除去をはじめ
る。東方では黄褐色繰混り硬質土，西方では暗褐

色小磯混りの硬質土の土層を呈する。H北地区，

再度，発招区東南隅で試掘坑をいれる。現在遺構

検出面としている灰褐色砂土が 約50.........70cmの厚

さで堆積し，その下部に黒灰色粘土 ・灰黄色枯質

上の層があるこ とが判明する。 下層には人頭大の

河原石があり，古墳の濠である可能性がつよい。

F西地区，北辺から遺構検出を開始。このあたり

の遺構面は削平されているらしく ，床土直下の地

山面で遺構が検出できる。東西にのびる柱列 6間

分(のちにSB530の南側柱となる〉と 4間分(のち

にSB551の北側柱となる〉が重なって検出される。

重政関係からすれば，SB551の方が新しいととに

なる。

6・28 H北地区，発掘区東限の畦畔に添うトレ

ンチを設定。厚さ20.........30cmの灰褐色砂上の整地

土層が全面に広がる。その下では中央部分で幅約

6mの粗褐色砂質土(地山〉を境に南北では整地層

下に黒灰色粘土が堆積，底は灰色粘質土層である。

中央の組褐色砂質土の部分を平塚1号墳の外堤と

するならば黒灰色粘土の部分は濠になる。南側の

堆積部分の性格は不明(のちに平塚2号墳の北濠

であることがわかる)0 F西地区，発掘区の東限

で井戸SE545を検出。内部からは須恵器件が少量

でる。SB551の南側柱を検出。付近には土墳など

が多く重なりあう 。

6・30.........7・7 H南地区次的な遺構検出が
終る。G北地区，遺構検出開始。

7・9 G北地区，西寄りに南北に走行する河原
石の立石がある，西側に傾斜し，落石とともに埴

輸が黒色土中から出現。西向の前方後円墳の前方

部前縁か。その東側は黄褐色土と黄褐色パラス土

からなる地山。発掘区の東寄りを南北に流れる構

CSD531)， これに接合する東西に流れる溝は近世

のノk田雄政に関係するもの。

7 .11 G北地区，発掘区南寄に土損状の遺構が
数個ある。遺物は混入せず古墳築成時に窪地を埋

立てたようである。 茸石の前方部西南角には大型



の玉石を据える(のち園池SG520の石組みとな

る)0 G北地区における整地の大体を把握する。

まず古墳築成に際し，自然地形を利用 しながら一

部に盛土をおこなう。つぎに黄褐色粘質土で表面

を覆い玉石を葺 く。奈良時代になって墳丘を削平

し，褐色土あるいは灰褐色土(墳丘の盛土か〉を用

いて埋立てた濠のようである。 F西地区， SB561 

の北側柱列を検出。

7・12 G北地区，葺石の検出。 F西地区，南北
を画する畦畔を越え，南に移動。小柱穴が多数あ

る。 SB561の南側柱列を検出し， 2間x3関東西

棟建物であるこ とがわかる。発掘区東限で南北に

のびる溝CSD566)を検出，堆積からみて近世のも

ののようである。

7 . 14 G北地区， 茸石の露呈，写真撮影。H南
地区，南側から北に向って遺構検出開始。発掘区

のほほ中央で，10尺等聞の柱穴3間分を検出する

CSB510の南側柱列)0 F西地区，小柱穴無数を検

出。遺構検出が終わり，写真撮影開始。

7・15 F西地区，写真撮影終了。

7 • 16 G北地区，14日に検出した柱穴付近を再
度精査。この柱穴付近から西方は柱穴よりも新し

い時期に整地がなされていることを確認。この整

地面には遺構がなく ，褐色の粘りのない土が西方

に向って厚く堆積。 SB510が2間x3関東西棟建

物であることを確認。 F西地区，遺構実測準備。

7・17 H南地区，発掘区の西寄りで葺石の存在
を確認。 G北地区にある葺石の延長で， これ以西

には奈良時代の整地土が堆積。発掘区の東方は，

地山面。 F西地区，遺構実測。

7 .18 F東地区，遺構検出開始。発掘区西寄り
に南北に流れる溝CSD570)がある。黄褐色パラス

混り土の地山を掘込んだもの。講中には灰色パラ

ス混り粗砂が堆積，底には4条の構が重なった状

況をとどめる。この東側には東方で深くなる窪み

ヵ:ある。

7・21 H南地区，平塚2号墳の前方部前縁を検
出。発掘北辺で東に折れるか。前方部は地山面ま

で削平されている。 F東地区， SD570の精査。東

方の窪みは南北に流れる溝。

7・23 H南地区，写真撮影。

7・24 H北地区，南辺から再度の遺構検出を開

始。上層の黄褐色土を除くと東西にのびる茸石線

が出現。 葺石は北に向って下り，前方部の北斜面

に相当する。濠の部分は上部から灰褐色砂土，黄

褐色粘質土(砂斑入)， 黒灰色粘土が堆積する。F

東地区， SD570の西岸付近は土墳によって撹乱さ

れている。

7・25 H北地区，西方の灰褐色土と|暗褐色土を
除去。 F東地区，SD570が北上する。

7・26 H北地区，発掘区の東南隅に広がる硬い

褐色土の北側は深さを増しながら，灰色砂土に覆

われた褐色土層に漸移する。発掘区の中央で，土

層の状況をみる。ここでは褐色土の下に褐色粘質

土層(床土〉があり，その下部に奈良~平安時代の
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造物を包含する灰褐色砂層がある。この灰色砂層

は第55次調査で検出したSD485の延長した流路と

みられる。また，上層遺構面の整地層が約40cmの

厚さで堆積し，その下部に遺構をともなうもう一

層の整地土層が存在することを確認した。平塚2

号;慣の北濠に相当する部分では暗灰色砂質土が厚

く堆積し，小:住穴がある。柱穴はまとまらないが，

1柱穴から蛇目高台の縁粕陶庁が出土し，平安時 ! 
代の遺構であるととがむ~~ ~ Jl
?・ 31 H北地区，現在までに検出した遺構を上 l 
層遺構として，写真撮影をお主主コ。

8・ F東地区，選構検出。床土下に直に黄色
齢、混り土の地山があらわれ，顕著な遺構なし。

8・2 H北地区，実測準備。G北地区，発掘区

東南隅に敷詰めたような状態で玉石を検出。整地

の際，茸石を濠に棄たものか。南辺東寄りで葺石

の原位置を確認，との付近では幅 50'"'-'60cm程残

存，葺石最下段の石列と濠底の地山との比高は約

20cmである。 E東地区，南北に流れる溝がある

が時期は新しい。

8・4 G北地区，発掘区の南側で葺石の検出に
つとめる。西寄りの南北方向の葺石を北に向って

露呈する。 G東地区，遺構検出終了。撮影準備。

8・5 G北地区，発掘区の西南にある立石は，
周囲の玉石と関係しながら園池を構成する可能性

がでてきた CSG520)。

8・6 G北地区，平塚2号墳前方部前縁葺石は
落石状況で露出する。SG520を精査，池の存在を

示す泥土の堆積はない。発掘区南辺の玉石の多く

は落石につき，除去して地山面 C濠の底〉まで下

げる。発掘区の東南隅に，方形の坑を掘り底に玉

石を敷く井戸SE535がある。

8・8 H南地区，茸石の検出をはじめる。 G北
地区，撮影準備。

8・11 H南地区， 葺石を露呈する。南 ・北部分

は比較的よく残るが，中央部分は欠落。南濠の土

屈は，下から灰黒色砂質土(地山か)，灰黒色粘質

土C濠の堆積土)，褐色土(奈良時代整地土〉のJI民で

堆積する。F東地区，遺構実測。

8・13 H西地区，遺構検出開始。 F東地区，実
測終了。 H北地区，北辺から上層遺構を除き，中

層遺構の検出に着手。

8・18 G北地区， SG520付近の現状実測。その
後落石を除去する。 H西地区，平塚2号墳の西濠

の整地層を排土。いくつかの小穴があるがまとま

らず，この地区を南北に流れる溝CSD527)には灰

褐土層が堆積し，他の遺構よりも古い。

8 .19 H北地区，西北隅で柱穴を検出。 SB482
の東側柱，SB504の南賄柱が出はじめる。SB481

の南妻柱を検出するが，との付近は木炭の細件を

混える灰色砂質土が堆積する窪みとなる。 H西地

区，撮影準備。 G北地区，葺石の落石除去。濠中

の茸石は現在露出した面が玉石堆積の下面で，そ

の下に玉石を混えない厚さ 10'"'-'20cmの黒色粘質

土の堆積があり，埴輪件が混入している。
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8・20 H北地区， SB 481の西側柱を2穴検出。

との付近は黄褐色土の地山とかんがえられるが，

その南側は，整地層ら しいやや汚れのある褐色土

が堆積する。発掘区の中央で，SD485の層序を調

べる。最上層の第1層は褐色土と黒褐色土の混合

土層で遺物を含む。第2層は黄色納砂の薄い層，

第3層は有機質を含む黒色粘質土となる。 H西

地区，写真撮影。 G北地区，茸石の検出すべて終

了する。

8・21 H北地区，SD485が東西に分疏して南方
に流れているこ とがわかる。発掘区中央での南北

を横断する黄褐色の土居は地山とおもわれ，平塚

1号墳と 2号墳が共有する外堤か。

8・22 H北地区，SD485の西流はほぼ.末端がで

るが，東流はさらに南下する模様。外堤部分には，

暗褐色砂質が詰る不規則の小穴が多数ある。

8・25 H北地区，発掘区の西南辺に土域がある
が性格不明。

8・26 H北地区，SD485を掘り下げる。 i世話土

は5層にわかれ，第4層の一部まで下げる。第2

屈の黒色粘質土が堆積する時期には，村近一帯が

水溜の状況にあったことが推測できる，発掘区西

南辺で東西にならぶ2柱穴を検出(のちにSD490

となる〉。

8 . 27 H北地区，SD485は都合 7屈に分屈でき
るこ とを確認。西流は西に曲折するか。発掘区西

南部分で昨日検出した柱穴にともなう柱穴を検出

し3間以上X2聞東西棟建物CSB490)であること

が推測できる。 H西地区，実測終了。 SD527を掘

り下げ，堆積土が4居にわかれることを確認。

8・28 H北地区，SD485の発掘。西流の第3居:
では両岸に杭を打込む。 SB490がさらに東に延び

る。 H西地区，SD527の発掘。昨日第 4層と した

砂屈は整地土の下に潜入するので再度精査。結局，

第 1層の灰褐色のみが堆積するきわめて浅い溝で

あるこ とが判明する。第2層以下は濠に不整形に

流入する別の流路の ようである。

8・29 H北地区，SD485の発掘。第4，5層の
排土，坑列は第5屑が堆積した後に打込まれてい

る。第 6，5層の時期には，東西の 2流が共存す

るが，それ以降第 4，3層の時期には西流のみと

なり，第2層の時期の氾濫によって2流を含む部

分が水溜りになっている。第5層から木簡，木器

などが土器に混って多く 出土。 SB490の北側で

SB480の身舎と南腐の柱穴を検出。それらの遺構

は暗褐色の整地土を除去した後にあらわれる。な

お，SB480身舎南側柱の南側にあらわれる土居変

換線は外堤と濠との境を示している ようである。

9・2 H北地区，SB490以東 の濠部分を下げ

る。褐色の整地層を除く と， 黒色粘土，灰色粘

土，灰白色砂土が入り混る土層を呈し，北方に向

って浅く なる。 H西地区， 古墳の外堤線をしるた

め，発掘区の南辺を西に拡張。

9・3 H北地区，SD485東流の堆積土のうち灰
色粘土を除く ，造物多し。下層の黒茶色土は外堤
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付近でなくなる。 SD485に接する、濠部分は氾濫の

状況を呈し，木質遺物や土器が多い。SB480の桁

行が 1聞東にのび，桁行4間以上，梁行4間であ

ると とを確認。

9・5 G北地区， SG520の範囲を探るため，西
方に発掘区を拡張。

9・6 H北地区，SD485は濠の部分で再び 1本
になり南流する ことがわかる。両岸の杭が多い。

9・10 G北地区，拡張部分で大型の河原石が10
個ならんでいるのを確認。石はいずれも地山に据

えつけている。 その西側に南北にのびる満SD548

がある。

9・12 H北地区，SD485の発掘。前方部西北隅
の立石を検出。この付近でSD485は流路を西に寄

せている。

9 .17 H北地区，発掘終了。写真撮影。

9・19 H北地区，遺構実測開始。

10・27 H北地区実測および補足調査終了。

11・8 全域の埋もど し開始。

/" 

第56次補足調査 1969年11月12日-12月

6A F B-G南地区

11・12 表土の排土開始。

11・22 床土下の褐色パラス土を除いて，西辺か
ら迫構検出を開始。

11・29 南辺で東西にならぶ 2柱穴を検出。 北側
には，北東から西南に流れる溝がある。

12・1 南辺の柱穴は，E地区の北辺で検出した
柱列と組合わされて東西棟建物になる様模。

12・2 東辺から遺構検出，南方に小柱穴多し。

12・3 南辺の柱列は，結局6間x2聞東西棟建
物であることがわかる CSB530)。 その東妻に重

なって 3間x2間南北棟建物CSB550)がある。

重怯関係からSB550の方が古い。なお，SB530の

北側柱には東から 2間分のみ脂がつく。発掘区の

南辺中央部分に方形の掘形があり，四壁に添う底

部を玉石で敷詰めている。平塚2号墳にともなう

立石か。

12・4 南辺の掘形は奈良時代の井戸SE525であ
ることが判明。発掘終了。写真撮影。

12・5 実測
12・9 SE525完掘。
12・11 埋もどし開始。

第57次発掘調査 1969年7月9日-12月17日

6A F B-A ・B.C・D・E地区

7 . 17 E地区，床土排除をおこない遺構検出開
始。発掘区東辺で，三坊大路東側溝に推定できる

幅2.4m前後の土層の異なる部分を発見。堆積土

は上層が黒褐色粘質土であり，下層が灰褐色砂質

土である。



7・19 E地区，西辺の床土下の地山面から遺構
検出。 土披，溝などがあるが遺物はとくになし。

7・22 E地区， 新しい時期の土扱 ・溝などを検
出。南辺の土壌の北岸には木の根が埋る。

7・24 E地区，発掘区西寄りで南北に定行する
幅30cmの溝がある。 一部を掘り下げ中世の土釜

井をえる。結局，東三坊大路CSX600)の路面敷の

部分の遺構(土城，溝など〉には古代にまで遡るも

のがないことを確認。

7・28 E地区，東側溝CSD650)の発掘開始。溝
の堆積は，上面に灰見色砂質土が広がり，その下

は黒色粘質土C1黒)，灰白色砂質土C1砂〉の順に
堆積しているようである。遺物多し。

7・29 E地区，SD650の発掘，1 砂の下にまた黒

色砂質土crr黒〉が堆積することが判明。 D地区，
小路との交差点に推測されるD地区の一部をまず

掘る。大路の路面はE地区と同様に新しい時期の

溝が南北に流れる。 SD650はこの地区でも存在

する。土層の堆積は基本的にはE地区と変わらな

し、。

7・30 E地区，発掘終了。 D地区，SD650は西
側に灰色砂が堆積する溝(部分的に東側を石で護

岸〉と黒色粘土が堆積する古い講とが重なってい

ると とをしる。なお，西溝の石列の下には杭列が

あり，やはり護岸用とかんがえられる。

8・1 作業工程の方針を決定。今後はSD850を
追跡して南一条大路まで下ることとする。発掘範

囲と しては，路面をさけてSD650の部分に限るこ

ととする。 D地区，寛平大宝が60点まとまって

出土した。

8・5 E ・D地区，写真撮影。

8・7 E ・D地区をSD650の幅のみの卜レンチ
とし，南北に連絡。 D東地区，遺構検出開始。遺

構は床土直下の地山面で検出。発掘区東寄りに南

北にならぶ4間分の柱穴があり，その西側に南北

に流れる溝CSD611)がある。なおSD611には東岸

に杭が打込まれている。

8・12 c東地区，SD611が南下するが，この地
区で西方に分流するこ とが判明。

8・13 c東地区，発掘区東辺で南北にのびる柱
穴CSA620)を検出。 ただ‘中聞の 3間分の柱穴が小

さい。

8・18 E地区，SD650の検出終る。造物多数。
8・12 D区，北半分の遺構検出終る。

8・25 D地区，南半分地発掘開始。

8・27 D地区，天長5年4月の告知札出土。

8・29 c地区，発掘着手。
9・1 c地区， この発掘区で，SD650が 3期
に分れるこ とがわかる。 第 1J明は灰褐色砂 C1 
砂)，灰褐色混牒土CII砂〉が堆積する時期で，貞観

通宝の時期。第2期は溝が西側へ堆寄る時期で，

寛平通宝の時期。第3期は 1・2期に両i曹にわた

って重なる黒色粘質土の堆積する時期である。

9・13 c地区，南寄りでSD650の東岸に東から
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注ぐ溝CSD635)を検出。 この付近から南方のSD

650の黒色粘土堆積には灰色粘土が混じる。

9・18 c地区，発掘完了。
9 . 19 B地区，遺構検出開始。
9・20 B地区， 上下に重なっていた 3期間の
SD650が，流路を変える現象がみられる。すなわ

ち，SD650Aは依然として同位置で南下するが，

SD650B. Cは流路を西にそらす。

9・25 A地区，遺構検出開始，発掘区東方では
中世-以降の小溝などを検出するが，古代の遺構は

みあたらない。 SD650の南延長部分では， 溝の痕

跡を示す程度になる。

9・29 A地区，発掘区北辺で， SD650の東側に
想定する築地を探索してきたが，結局残存してい

ないととが判明。 B地区，発掘終了。

10・2 A地区，この地区一帯はSD650が氾濫し，
粘土の地山上に，砂，粘土が互層になって堆積す

る状況が広い範囲にみられる。

10・15 A地区，発掘区南辺で推定南一条大路北
側溝位置を探査した。だが，灰緑色の地山がなだ

らかな起伏を呈するのみで明瞭な溝の遺構確認は

できない。

10・18 A地区，発掘終了。 写真撮影。

11・7 A'B地区，実測終了。

11・18 全域にわたる補足調査開始，土層観察用
の畦をこわし，遺物を採集する。

11・25 補足調査終了。写真撮影。

第60次発掘調査
1969年10月22日-1970年 1月13日

4P U N-K • L • M地区

10・22-29 発掘準備，草刈り。現状地形実測。
10・3 K地区，土盛りを中心に Kl，K2， K3， 
K4のトレンチを設定。 盛土はパラス混り黄褐色

粘質土で屈の細別不能。 K4トレンチに東西にの

びる溝がかかる。須恵器，瓦，磁器などが埋ま り

古坊ーとは関係ない。

11・4 M地区， Mlトレンチを設定。表土下は
パラス混り黄褐色土居となる。盛土には瓦件，土

師器片などをふくみ，古墳の盛土とはかんがえら

れない。

11・5 M地区， M2トレンチを設定，盛土には
遺物なし。

11・6 K地区 Kl卜レンチでは黄褐色砂質土
の地山まで下げ，西方で滞状の遺構を検出する

が，古墳とは無関係。現状の 卜レンチでは外堤斜

面の状況はつかめない。 K3卜レンチでは，表土
下1.7m付近に灰褐色砂質土の整地土層があり，

瓦，埴輪などを包含する。 K2トレンチで，現在

の耕作土の下に古い耕作土と床土の土層があり，

その下層で原位置とかんがえられる埴輪円筒およ

び東側で南北にのびる溝CSD734)を発見。

11・7 K地区，K2トレンチの埴輪は南北にな

11 
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らび，古墳外堤にともなうものである CSX740)。

SD734はおよそ 3層にわかれるが，最下層から奈

良，平安時代の土器を検出し，時期がわかる。 ト

レンチの東辺では，西側が低い段をなす。

11・13 K地区，K2トレンチを南方に拡張し，
K5卜レンチとする。

11・15 M地区，現在までにMI-M4のトレンチ
を発掘するが，すべてのトレンチにおいて盛土下

で旧耕作土面を検出し，若干の近世遺物を混えて

いる。結局，感土は近代になされたことになり，

墳丘でないことがわかる。

11・18 K地区，SD734は発掘区を南北に縦断
し，南方で氾濫している。埴輪列SX735は発畑区

の中央以南では削平されている。SD734の東約12

mをへだ‘てて存在する段落は， ウワナベ古墳の外

涼-とみられる CSD732)o 7Kが流れた痕跡をとど

めるが，奈良時代になって整地がおこなわれ，の

ちにSD734が掘込まれたようである。

11・21 K地区，遺構検出終了。
11・24 K地区，写真撮影，実測開始。M地区，
写真撮影。

11・28 K地区，補足調査。 M地区，発掘完了。
12・2 K地区，発掘完了。
12・9 L地区， 遺構検出開始。 Ll卜レンチの
全長にわたって埴輪列がある。 K地区のSX735と

同一線上にある。

12・11 L地区，発掘区の西辺で，奈良時代以
降とおもわれる南北に流れる溝を検出 CSD746)。

埋土は灰褐色粘質土，瓦，埴輸の破件が少量混入

する。 SX735の東側でSD734を検出。 SX735の南

方部分の埴輸は保存状態がよくないが，北方にお

いては比較的良好。

12・13 L地区，発掘区北方の外濠SD732の所々
に窪みがある。 しかしSD732が貯水したことを示

す材料はない。埴輪列の清加。

12・14 L地区，埴輪片の散布状況で写克撮影。-12・16 L地区，埴輪件を整理して写真撮影。実
測閲始。

12・16 L地区，埴輪据えつけの掘形を掘る。幅
50cm前後，深さは現状の地山から 10-20cm。

12・22 L地区，埴輸は最下段以下を地中に埋め
てたてたようである。

12・23 L地区，Llトレ ンチ発担完了。
1・10 L地区，Llトレンチに南接してL2トレ

ンチを設定。埴輪列のみを確認することとする。

昨年にひきつづぎ一直線上に埴輸がならぶことを

確認する。

1・12 L地区，写点撮影。実担IJ開始。
1・14 L地区，発掘完了。

fig.4 移設した奈良時代の庭園
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